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高柳小学校の６年生 模擬議会を体験！高柳小学校の６年生 模擬議会を体験！

きさらづ

令和４年８月１日
第
160
号
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令和4年度一般会計補正予算

6月定例会後 一般会計予算　531億5,692万6千円
使い方をチェック！

市街地循環バス運行委託費 1,636万円
　市内の商業施設や医療機関等を巡る「市街地循環バ

ス」の実証運行を交通事業者に委託する経費です。

　運行ルートは、木更津駅、イオンタウン木更津朝日、

アピタ木更津店、イオンタウン木更津請西、君津中央

病院等を循環し、毎日午前９時から午後５時まで運行

便数は１時間間隔、運賃は距離制運賃とする計画です。

この計画案を基に交通事業者の経験や知見を踏まえた

提案を受け、内容を決定します。

　Ｑ　実証運行の内容は変更はあるのか

　Ａ　運行を実際に行う交通事業者の提案により、運

行ルートや運賃等、変更になる可能性はある。

（国 1,232万2千円・その他 403万8千円）

小学校トイレ改修工事費 800万円
中学校トイレ改修工事費 400万円
　小学校（八幡台小、清見台小、請西小、畑沢小）、

中学校（木更津第二中、波岡中）のトイレを洋式化するた

めの設計業務の経費として委託料を増額するものです。

　Ｑ　小中学校の洋式トイレ化は進んでいるのか

　Ａ　令和4年4月1日現在で70％である。

（市 800万円、400万円）

金田地域交流センター自習ワークス
ペース整備事業費 523万5千円
　新型コロナウイルス感染症による影響や近年の働き

方改革などにより、テレワークやリモートワークと

いった多様な働き方をする方が増えていることから金

田地域交流センターの会議室及びフリースペースの一

部を社会人や学生等、誰もが仕事や学習に一時的に活

用できる共有スペースとしてコワーキングスペースを

整備する経費です。

　Ｑ　共有するスペースに防犯カメラをつける理由は

　Ａ　誰でも自由に使用できるスペースになるため、

防犯目的に設置する。

（国 523万5千円）

結婚新生活支援事業費 547万円
　結婚に伴う経済的負担を軽減するため、夫婦ともに

39歳以下で一定の条件を満たす新婚世帯に対して

新生活に係る居住費や引越し費用の一部を最大30万

円補助します。（詳しくは市ホームページを確認くだ

さい。）

　Ｑ　市外転入者だけではなく、市内の転居者でも対

象になるか

　Ａ　対象になる。

（県 270万円・市 277万円）

駅前庁舎関連市道整備事業費　　　
　 5,000万円

　富士見通りに隣接する、市道２０７号線の整備等を

行う経費です。

※本事業に対して、修正動議が提出されました。
　詳しくは10ページをご覧ください。

　Ｑ　具体的な整備内容は

　Ａ　市道２０７号線沿線

の歩道整備及び無電

柱化を実施するため

に、測量、道路詳細

設計等を行う。

（市 5,000万円）

公園整備事業費 500万円
　太田山公園の再整備計画の立案に向け、民間事業者

の活用を検討するための資料作成を業務委託により実

施するための経費を増額します。

　Ｑ　民間の活用方法としてPark-PFIの導入を検討

しているのか

　Ａ　まずは民間事業者が参入できるかの資料を作成

していきたい。　

（市 500万円）

令和４年度当初予算
計518億5,500万円

5月13日(専決)
+7,069万8千円
計519億2,569万8千円

6月定例会
+12億3,122万8千円
計531億5,692万6千円
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議案審議 令和４年６月定例会で審議された議案等を
公開しています。

何
が
変
わ
る
？　

仕
組
み
が
変
わ
る
！　

暮
ら
し
が
変
わ
る
！

何
が
変
わ
る
？　

仕
組
み
が
変
わ
る
！　

暮
ら
し
が
変
わ
る
！

議
案
第
44
号　

き
み
さ
ら
ず
聖
苑
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て 

新
火
葬
場
の
指
定
管
理
者
を
決
定

議
案
第
45
号　

製
造
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

緊
急
消
防
援
助
隊
の
救
助
工
作
車
を

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
更
新

議
案
第
42
号　

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
を
改
正

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
み
ら
い
ラ
ボ
）
を
移
転

「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です

移
転
理
由

現
施
設
の
建
物
を
取
り
壊
す
た
め

移
転
先

木
更
津
市
中
央
一
丁
目
４
番
９
号

冨
田
屋
ビ
ル

移
転
期
間

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月

31
日

駐
車
場

道
路
向
い
の
千
葉
銀
行
A
T
M
ひ
ま
わ
り

憩
い
の
広
場
を
借
用

利
用
料
金

1
時
間
単
位
に
変
更
し
、
現
施
設
の
広
さ

と
比
較
し
て
算
出
予
定

　

新
火
葬
場
「
き
み
さ
ら
ず
聖
苑
」
の
管
理
を
行

う
団
体
を
議
会
で
承
認
し
ま
し
た
。

○
指
定
管
理
者

　
　

会
社
名　

か
ず
さ
ま
ご
こ
ろ
サ
ー
ビ
ス
㈱

　
　

代
表
者　

代
表
取
締
役　

白
川
裕
康

　
　

所　

在　

木
更
津
市
潮
見
三
丁
目
13
番
2
号

○
指
定
の
期
間

　
　

令
和
4
年
12
月
1
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
20
年
3
月
31
日
ま
で

　

救
助
工
作
車
は
、
購
入
か
ら
20
年
以
上
経
過

（
写
真
参
照
）
し
、
更
新
の

時
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

入
札
を
終
え
た
の
で
、
製

造
請
負
契
約
を
す
る
こ
と
を

議
会
で
承
認
し
ま
し
た
。

・
契
約
金
額

　

１
億
８
，9
9
9
万
２
千
円

　
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費

　

 

税
の
額
を
含
む
）

・
乗
車
定
員 

５
人 

完成予定図

 Q 緊急消防援助隊の車両は何台 ?
 A 計 6 台
・水槽付消防ポンプ自動車３台
・救助工作車１台
・高規格救急車１台
・毒劇物等対応車兼後方支援車１台

 Q 今まで緊急出動したことは ?
 A 日本国内で大規模災害が発生し、

被災地の消防力のみでは対応で
きない場合に消防庁長官の指示
等により出動。

・東日本大震災による災害派遣に出動
・平成 27 年の台風１８号による大雨

災害に出動

取材メモ

現施設

移
転

移転先
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問　

日
常
生
活
用
具
給
付
種
目
に
「
非
常
用

電
源
装
置
」「
暗
所
視
支
援
眼
鏡
」「
人
工
鼻
」

を
追
加
す
べ
き
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は

答　

市
民
の
方
か
ら
電
話
や
窓
口
に
お
い
て

「
対
象
に
加
え
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
あ
る

こ
と
や
、
更
に
、
給
付
対
象
に
加
え
て
い
る

自
治
体
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
と

し
て
も
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付
対
象
に
加

え
る
よ
う
調
整
し
て
い
る
。

問　

従
来
の
障
害
者
手
帳
の
課
題
を
克
服
す

る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
障

害
者
手
帳
ア
プ
リ
「
ミ
ラ

イ
ロ
I
D
」
を
本
市
で
も

普
及
す
べ
き
で
は
な
い
か

答　

関
係
部
署
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
利
用
が
可

能
と
な
る
よ
う
進
め
て
い

く
。

問　

物
価
高
騰
に
よ
る
学
校
給
食
費
の
値
上

げ
を
抑
え
る
方
策
と
し
て
、
積
極
的
に
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
す
べ
き
と
考
え
る

が
本
市
の
考
え
は

答　

食
材
費
の
増
額
分
を
支
援
す
る
こ
と
で

保
護
者
負
担
を
増
や
す
こ
と
な
く
、
安
定
し

た
学
校
給
食
の
提
供
を
図
る
た
め
、
交
付
金

の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

問　

物
価
高
騰
の
影
響
は
保
育
所
や
幼
稚
園
、

認
定
こ
ど
も
園
等
も
同
様
と
考
え
る
が

答　

事
業
継
続
及
び
運
営
維
持
、
安
定
し
た

給
食
の
提
供
を
図
る
た
め
、
交
付
金
を
活
用

し
て
い
く
。

問　

福
祉
関
係
施

設
も
同
様
と
考
え

る
が

答　

支
援
金
を
給

付
し
て
い
く
。

渡
辺
厚
子　

議
員

竹
内
伸
江　

議
員

新
た
な
ツ
ー
ル
等
の
活
用
で

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

感
染
症
及
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に

よ
る
物
価
高
騰
へ
の
対
応
を
問
う

問　

16
歳
か
ら
７
年
間
認
知
症
の
祖
母
を
介

護
し
た
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
、
看
取
り
後

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
孫
に
介
護
し
て
も
ら
っ

て
幸
せ
だ
っ
た
ね
」
と
言
わ
れ
た
が
、
ぼ
く

が
ほ
ん
と
う
に
ほ
し
か
っ
た
の
は
、
ぼ
く
と

祖
母
の
幸
せ
が
両
立
で
き
る
生
活
だ
っ
た
と
。

今
後
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
は

答　

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
家
事
等
の

生
活
援
助
は
原
則
、
同
居
人
が
い
る
と
制
限

が
あ
る
。
今
後
は
実
情
に
そ
っ
た
対
応
を
す

る
。
ま
た
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
よ
う
、

今
後
は
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
が
使
い
や
す

い
サ
ー
ビ
ス
内
容
か

点
検
し
、
関
係
機
関

へ
サ
ー
ビ
ス
内
容
や

利
用
の
周
知
を
図
る
。

縦
割
り
行
政
は
や
め
て

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援

田
中
紀
子　

議
員

議員が聞いた！ 今とこれから

一般質問
一般質問とは、議員が市の事務の状況や今後の
方針などを問いただし、市民のための適切な市
政運営が行われているかをチェックするものです。

６月定例会でも、新型コロナウイルス感染症対策として質問時間を６０分から５０分に短縮し、
１６人の議員が大項目３７点、小項目１８２点にわたり、一般質問を行いました。

紙面の都合上、質問議員が大項目１点を選び、質問と答弁を掲載しています。
各議員の顔写真下のＱＲコードから質問と答弁の動画をご覧いただけます。

地方創生臨時交付金の
活用について

ミライロ ID のホームページより

ヤングケアラーってなぁに？

●一般的に、 本来大人が担うような家事

や家族の世話などを日常的に行って

いることで、 負担を抱える子ども

●子どもの権利が侵害されている可能

性がある 18歳未満の子ども
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問　

木
更
津
市
の
指
定
ご
み
袋
の
う
ち
可
燃

ご
み
・
不
燃
ご
み
は
Ｕ
型
袋
で
使
い
勝
手
が

良
い
。
一
方
び
ん
か
ん
ペ
ッ
ト
・
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
平
袋
型
で
使
い
勝
手
は
悪

い
。
な
ぜ
、
Ｕ
型
袋
に
し
な
い
の
か

答　

可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
は
平
成
16
年
か

ら
Ｕ
型
袋
で
木
更
津
市
が
製
造
委
託
し
て
い

る
。
び
ん
か
ん
ペ
ッ
ト
・
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
認
定
基
準
に
基
づ
き
認
定
業
者
が

価
格
と
袋
の
形
態
を
決
定
し
て
い
る
。

問　

私
が
調
べ
た
と
こ

ろ
で
は
Ｕ
型
袋
の
ほ
う

が
平
袋
型
よ
り
コ
ス
ト

が
安
い
と
推
察
す
る
が

い
か
が
か

答　

推
察
の
通
り
で
あ

る
。
認
定
業
者
へ
の
打
診

を
速
や
か
に
行
い
た
い
。

問　

金
属
く
ず
を
集
め
る
業
者
の
土
地
か
ら

土
砂
泥
水
が
流
出
し
、
近
隣
に
影
響
が
出
て

い
る
。
近
隣
市
で
も
同
様
の
施
設
が
み
ら
れ
、

袖
ケ
浦
市
は
条
例
制
定
の
検
討
を
し
て
い
る
。

千
葉
県
議
会
で
知
事
が
新
た
な
対
策
を
検
討

す
る
と
答
弁
し
た
が
、
市
民
の
生
活
や
豊
か

な
自
然
を
守
る
た
め
に
木
更
津
市
で
も
条
例

の
制
定
を
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か

答　

根
本
的
な
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、
国

に
よ
る
法
整
備
な
ど
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
民
の
生
活
環
境
の
悪
化
は
看
過
出
来
な
い
。

県
の
動
向
を
注
視
し
、

条
例
制
定
に
向
け
て
、

検
討
を
進
め
る
。

問　

制
定
の
課
題
は

答　

実
効
性
の
担
保

と
既
存
事
業
所
の
理

解
を
得
る
事
で
あ
る
。

問　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
半
数
は
加
齢
性

の
難
聴
と
推
定
さ
れ
る
。
介
護
予
防
の
観
点

か
ら
も
必
要
な
対
策
を
取
る
べ
き
と
考
え
、

補
聴
器
購
入
費
の
助
成
を
検
討
し
な
い
か

答　

難
聴
を
早
期
に
発
見
し
、
補
聴
器
を
使

用
す
る
こ
と
で
、
生
活
の
質
の
向
上
に
寄
与

す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
適
切
な
使
用
は
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
一
方
で
、
補
聴

器
の
購
入
は
一
定
の
場
合
を
除
き
、
保
険
適

用
は
な
く
全
額
自
己
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

国
へ
様
々
な
団
体
か
ら
、
要
望
が
な
さ
れ
て

お
り
、
国
で
の
公
的

補
助
制
度
の
創
設
に

つ
い
て
、
他
の
自
治

体
の
動
向
も
含
め
注

視
し
、
現
時
点
で
補

聴
器
の
助
成
制
度
の

導
入
予
定
は
な
い
。

鶴
岡
大
治　

議
員

石
井
徳
亮　

議
員

鈴
木
秀
子　

議
員

木
更
津
市
の
指
定
ご
み
袋
は
全
て

Ｕ
型
袋
に
せ
よ

再
生
資
源
物
の
屋
外
保
管
に

関
す
る
条
例
の
制
定
を
望
む

加
齢
性
難
聴
に
つ
い
て
補
聴
器

購
入
費
の
助
成
を
し
な
い
の
か

一般質問の全文（会議録）

　令和４年６月定例会の会議録は令和４年８月下旬に公開予定です。
　また、図書館、各公民館でも閲覧することができます。

本会議の中継

　本会議の様子を生中継（当日のみ）、
録画中継で公開しています。

議員の情報

　連絡先等を公開しています。

指定ごみ袋の現状

補聴器をつけている様子

金属スクラップヤード ( イメージ )
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問　

市
長
は
「
暫
定
配
備
５
年
を
死
守
す
る
」

「
暫
定
配
備
を
終
わ
ら
せ
る
」
と
発
言
し
て

い
る
が
「
暫
定
は
終
わ
る
が
配
備
は
続
く
、

恒
久
化
」
と
も
と
れ
る
。
真
意
は

答　

防
衛
大
臣
は
「
佐
賀
空
港
に
で
き
る
だ

け
早
期
に
配
備
で
き
る
よ
う
最
大
限
の
努
力

を
行
う
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
南
西
諸
島

の
防
衛
強
化
に
は
西
日
本
地
域
に
配
備
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

問　

木
更
津
飛
行
場
は
米
海
軍
施
設
。
配
備

に
市
の
許
可
は
不
要
で
は
な
い
か
。
日
米
地

位
協
定
見
直
し
意
見

書
を
出
す
べ
き
で
は

答　

国
の
日
米
地
位

協
定
見
直
し
に
向
け

た
対
応
を
注
視
し
、

状
況
に
応
じ
関
係
機

関
と
調
整
し
て
い
く
。

問　

平
成
25
年
３
月
制
定
の
木
更
津
市
農
業

振
興
総
合
計
画
の
結
果
と
次
期
計
画
は

答　

10
年
間
で
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
、
災
害
に
よ
る
農
業
施
設
被
害
、
主
食

用
米
の
米
価
下
落
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
次
期
計
画

は
、
市
の
上
位
計
画
や
国
の
計
画
と
の
整
合

性
を
は
か
り
、
令
和
５
年
度
中
に
策
定
予
定
。

問　

農
業
後
継
者
の
育
成
は
非
常
に
難
し
い

な
か
、
各
個
人
の
財
産
と
し
て
の
農
地
を
ど

の
よ
う
に
維
持
し
て
い
け
ば
良
い
と
考
え
て

い
る
か

答　

様
々
な
施
策
に

よ
り
農
業
者
や
地
域

の
方
々
が
農
業
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
必
要

な
支
援
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

鳥
居
崎
海
浜
公
園
に
つ
い
て
、
土
日
・

祝
日
の
会
場
周
辺
の
渋
滞
対
策
や
駐
車
場
が

狭
い
と
の
声
が
出
さ
れ
て
い
る
が
い
か
が
か

答　

渋
滞
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
内

港
周
辺
の
交
通
状
況
を
調
査
し
、
対
策
を
関

係
機
関
等
と
協
議
す
る
。
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、
公
園
内
店
舗
へ
の
来
訪
目
的
以
外
の
方

も
停
め
て
お
り
、
関
係
機
関
と
協
議
し
棲
み

分
け
を
行
っ
た
。
そ
の
他
、
ど
の
よ
う
な
方

策
が
取
れ
る
か
検
討
す
る
。

問　

道
の
駅
「
木
更
津
う
ま
く
た
の
里
」
の

運
営
に
つ
い
て
、
施

設
の
拡
張
等
を
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が

答　

今
後
、
拡
張
計

画
と
新
た
に
追
加
機

能
を
検
討
す
る
。

問　

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
実
質
ゼ
ロ
を
目

指
す
対
策
は
、
昨
年
度
ま
で
省
エ
ネ
が
中
心

だ
っ
た
が
今
後
の
取
組
は
ど
う
か

答　

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
改
定
の

中
で
検
討
す
る
。

問　

ド
イ
ツ
で
は
多
く
の
自
治
体
が
電
気
事

業
を
営
み
自
治
体
の
収
入
を
増
や
し
福
祉
事

業
に
充
て
て
い
る
が
検
討
を
す
べ
き
で
は

答　

効
果
的
な
施
策
な
の
で
「
連
携
事
業
提

案
制
度
」
な
ど
を
活
用
し
検
討
し
た
い
。

問　

洋
上
風
力
発
電
を
設
置
し
た
場
合
の
税

収
は
ど
の
程
度
か

答　

施
設
規
模
な
ど

に
よ
り
変
動
す
る
が

銚
子
市
の
例
で
試
算

す
る
と
10
年
間
で
１

基
約
４
億
１
千
万
円

と
な
る
。

高
橋
て
る
子　

議
員

斉
藤
高
根　

議
員

座
親
政
彦　

議
員

近
藤
忍　

議
員

令
和
７
年
７
月
期
限
の

オ
ス
プ
レ
イ
暫
定
配
備
に
つ
い
て

木
更
津
市
の

第
一
産
業
に
つ
い
て
伺
う

住
み
や
す
く
住
み
続
け
た
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

脱
炭
素
化
の
取
組
に
つ
い
て

令和３年３月オスプレイ視察の様子

今年の作付け風景

鳥居崎海浜公園の施設

銚子沖洋上風力発電所
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第160号 202 2年（令和４年）8月1日（月）

問　

本
市
は
外
国
人
市
民
の
た
め
の
情
報
提

供
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
た
が
、
策
定
後

の
取
組
に
つ
い
て
伺
う

答　
「
ウ
ェ
ブ
版
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

英
語
表
記
」「
広
報
き
さ
ら
づ
を
10
カ
国
語

で
読
め
る
無
料
ア
プ
リ
の
周
知
」
の
ほ
か
、

「
ご
み
分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
英
語
版
の

作
成
に
着
手
す
る
な
ど
、
外
国
人
市
民
へ
の

情
報
提
供
体
制
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

日
本
語
教
室
へ
の
取
組

答　

希
望
す
る
児
童
生
徒
へ
は
通
級
指
導
を

行
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
方
へ
は
、
木
更

津
市
国
際
交
流
協

会
で
日
本
語
教
室

を
開
催
し
て
い
る
。

更
に
外
国
人
市
民

の
支
援
に
取
り
組

む
。

問　

市
道
１
０
１
―

２
号
線
は
、
交
通
量
が

大
変
多
く
、
コ
ス
ト
コ
本
社
建
設
地
付
近
の

交
差
点
は
金
田
小
・
中
学
校
の
通
学
路
と
な
っ

て
お
り
、
子
供
た
ち
の
安
全
の
た
め
の
信
号

機
の
早
期
設
置
、
早
期
実
現
に
つ
い
て
伺
う

答　

地
元
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
信
号
機
の

設
置
を
警
察
へ
要
望
し
て
お
り
、
市
と
し
て

も
、早
期
の
信
号
機
設
置
に
向
け
、右
折
レ
ー

ン
の
設
置
や
歩
行
者
が
安
全
に
滞
留
で
き
る

空
間
の
確
保
な
ど
、 

交
差
点
の
拡
幅
整
備
を

計
画
し
て
い
る
。
県
の
区
画
整
理
事
業
と
一

体
的
に
整
備
す
る
た

め
、
県
と
市
で
役
割

を
分
担
し
、
今
年
度

は
用
地
取
得
を
進
め
、

用
地
が
確
保
出
来
次

第
、
工
事
に
着
手
す

る
予
定
で
あ
る
。

問　

子
育
て
支
援
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
伴
う
生
活
支
援
の
た
め
、
６
月
２

日
現
在
、
何
ら
か
の
形
で
給
食
費
の
無
償
化

を
実
施
す
る
千
葉
県
内
の
自
治
体
は
二
十
一

市
町
に
及
ぶ
。
木
更
津
市
で
も
無
償
化
を
実

施
す
べ
き
で
は
な
い
か

答　

県
内
で
無
償
化
等
を
実
施
す
る
自
治
体

が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
本
市
と

し
て
は
国
や
県
の
動
き
を
注
視
し
、
支
援
の

あ
り
方
を
研
究
し
て
い
く
。

問　

既
に
多
く
の
自
治
体

が
無
償
化
を
実
施
し
て
い

る
。
国
や
県
の
動
き
を
注

視
す
る
必
要
が
あ
る
の
か

答　

県
の
動
向
を
注
視
し

つ
つ
情
報
収
集
に
努
め
、

具
体
的
な
内
容
を
確
認
す

る
。

問　

自
宅
待
機
と
な
っ
た
方
へ
の
支
援
食
糧

の
配
布
を
プ
ッ
シ
ュ
式
に
で
き
な
い
理
由
は

答　

保
健
所
か
ら
自
宅
待
機
者
の
情
報
提
供

が
無
い
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。

問　

同
居
の
濃
厚
接
触
者
へ
の
支
援
は
し
て

い
る
の
か

答　

感
染
者
に
対
し
て
の
み
行
っ
て
お
り
、

濃
厚
接
触
者
に
は
配
布
を
し
て
い
な
い
。

問　

例
え
ば
、
母
親
と
小
さ
な
子
ど
も
だ
け

で
暮
ら
す
家
族
で
、
母
親
が
感
染
し
た
時
、

子
ど
も
は
何
を
食
べ
て
暮
ら
せ
と
い
う
の
か

答　

指
摘
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ

る
。
感
染
者
の
み
一

律
の
支
援
で
は
な
く
、

柔
軟
な
対
応
を
検
討

し
、
市
民
に
寄
り
そ

う
よ
う
心
が
け
る
。

神
蔵
五
月　

議
員

大
村
富
良　

議
員

堀
切
俊
一　

議
員

永
原
利
浩　

議
員

多
文
化
共
生
社
会
の
推
進
で

誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
に

通
学
路
に
な
っ
て
い
る
交
差
点　

へ
の
信
号
機
設
置
に
つ
い
て
伺
う

木
更
津
市
も
学
校
給
食
費
の

無
償
化
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る

食
糧
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

コストコ本社建設地付近の交差点

「食糧支援のあり方について」

千葉県内で無償化を実施する自治体は２１市町

（令和４年６月２日現在）

○完全無償化自治体は８町 （神崎町、 多古町など）

○一部無償化自治体の内容例

　 ・第３子以降を無償化 （千葉市、 袖ケ浦市など）

　 ・ 小学６年と中学３年を無償化 （浦安市）
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2 0 2 2年（令和４年）8月1日（月） 第160号

問　

人
口
減
少
・
少
子
化
対
策
に
対
応
す
る

た
め
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
く
の
か

答　

人
口
増
に
向
け
、
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
移
住
・

定
住
の
促
進
に
向
け
、
新
婚
生
活
に
必
要
な

住
居
費
や
引
越
費
用
を
助
成
す
る
。

問　

支
援
拡
充
と
し
て
賃
貸
住
宅
の
入
居
費

助
成
が
で
き
る
か
。
電
子
地
域
通
貨
で
の
支

援
に
よ
り
地
域
経
済
循
環
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。
市
の
考
え
を
伺
う

答　

移
住
す
る
子
育
て
世
帯
へ
の
助
成
を
、

ア
ク
ア
コ
イ
ン
活
用
を
含
め
検
討
す
る
。

問　

雇
用
の
拡
大
や
税
収
確
保
に
向
け
企
業

誘
致
を
進
め
る
か
伺
う

答　

産
業
用

地
の
確
保
に

向
け
取
り
組

む
。 石

川
富
美
代　

議
員

移
住
・
定
住
の
促
進
と
企
業
誘
致

賃
貸
住
宅
の
助
成
支
援
を
求
め
る

問　

地
域
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
町
内
会
組
織
の
課
題
は

答　

若
い
世
代
の
未
加
入
や
、
組
織
の
高
齢

化
で
役
員
の
な
り
手
不
足
を
認
識
し
て
い
る
。

問　

ご
み
収
集
場
所
の
申
請
に
つ
い
て
伺
う

答　

利
用
者
が
申
請
し
、
10
世
帯
程
度
で
共

同
利
用
す
る
よ
う
ご
み
分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

等
で
案
内
し
て
い
る
。

問　

２
世
帯
の
新
設
申
請
は
受
理
す
る
か

答　

２
世
帯
の
申
請
は
受
理
し
な
い
が
、
実

態
を
確
認
し
必
要
と
認
め
れ
ば
受
理
す
る
。

問　

許
可
し
た
内
容

と
差
異
が
あ
っ
た
場

合
の
対
応
は

答　

大
き
く
異
な
る

場
合
は
是
正
を
求
め
、

是
正
な
き
場
合
廃
止

届
の
提
出
を
求
め
る
。

國
吉
俊
夫　

議
員

本
市
の
市
民
活
動
へ
の

ス
ク
ラ
ム
強
化
に
つ
い
て

陳　情 陳情第３号　木更津飛行場周辺まちづくり基本構想を見直し、
　　　　　　木更津市民によるまちづくりを求める陳情書
陳情者　野々山　陽子さん

　木更津飛行場周辺まちづくり基本構想は、防衛省より支援を受け、複合施設を基地の眼前に建設するこ
とは「基地のまち木更津」というイメージを生み、また、建設予定地の吾妻公園は、木更津市ハザードマッ
プでも津波危険区域に指定されており、多くの市民が賛成するか疑問です。急激な人口減少時代を迎える
日本において、それぞれの地域の特色を生かしつつ、丁寧に市民の意見と要望を聞き、人々の知恵と工夫
を結集したまちづくりが必要であり、木更津飛行場周辺まちづくり基本構想を中止し、木更津市民による
まちづくりを求めるものです。
　委員会では、賛成討論・反対討論ともにあり、賛成者少数により不採択となりました。
　本会議では、賛成討論がありましたが、賛成者少数により不採択となりました。

総務常任委員会協議会

陳情者の趣旨説明、質疑

本会議で委員会の

結果報告後、審議

総務常任委員会

執行部の参考意見を聞いて審査

不採択 不採択

賛否のわかれた議案等をお知らせします
他　21件の議案等は、原案のとおり全会一致で可決しました。

※表の見方　　　○：賛成　　●：反対　　－：議長のため採決に加わっていません　　欠：欠席

番号 件名

議
決
結
果

佐
藤

修
一

神
蔵

五
月

堀
切

俊
一

石
川
富
美
代

石
井

徳
亮

竹
内

伸
江

草
刈

慎
祐

永
原

利
浩

座
親

政
彦

渡
辺

厚
子

田
中

紀
子

鶴
岡

大
治

鈴
木

秀
子

近
藤

忍

斉
藤

高
根

國
吉

俊
夫

白
坂

英
義

大
村

富
良

高
橋
て
る
子

大
野

俊
幸

石
井

勝

三
上

和
俊

重
城

正
義

―
議案第３４号令和４年度木更津市一般会計補正予算（第１号）に
対する修正動議

否決 ● ● 〇 ● ● ● ● 〇 ● ● 〇 ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● -

議 案
第 ３ ４ 号

令和４年度木更津市一般会計補正予算（第１号）
原案
可決

〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 -

議 案
第 ４ ２ 号

木更津市市民活動支援センターの設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 -

陳 情
第 ３ 号

木更津飛行場周辺まちづくり基本構想を見直し、木更津市民による
まちづくりを求める陳情書

不
採択

● ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● -

発議案第５号　義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書について
発議案第６号　国における２０２３年度教育予算拡充に関する意見書について

陳情第１号・第２号が本会議で採択になったため、所管委員会である教育民生常任委員会の委員の連名に
より発議案が提出され、全会一致で可決されました。

本会議で陳情第１号

・第２号を審議

議会終了後、

内閣総理大臣他

関係機関に提出

採択を受け、

意見書を議員発議案として

所管委員会より提出

本会議で

発議案を審議

採 択 可 決

発議案

　今まで中規模ホールについては
ワークショップや諮問、協議会で市
民の意見も反映させ、計画が作られ
てきたはずだが、今回の構想は突如、
出された計画であり、十分な周知が
されていないため、見直しに賛成。

　同基本構想は、執行部
がしっかりと協議検討し
て作成されたものと評価
し、同基本構想の通り進
めてもらいたい。

　基本構想は中止にはでき
ないにしても、より多くの
市民と十分に合意形成を取
る時間と労力をおざなりに
してはいけないと考え、趣
旨に賛成。

賛成

意見
賛成

意見
賛成

意見
賛成

意見
賛成

意見
賛成

意見
反対

意見
反対

意見
反対

意見

陳　情
陳情第１号　「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する陳情書

　平成１８年度より教職員の給与費の国費用負担割合が２分の１から３分の１に縮減されて、地方財政へ
の負担が増大している現状であり、義務教育の機会均等と教育水準の維持向上を図るため、教職員の確保
に必要な財源を国が保障する義務教育費国庫負担制度の堅持を求めるものです。

陳情第２号　「国における２０２３年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する陳情書

　国は教育の重要性を重視し、教育分野に対して十分な予算措置を講じる重い責任と義務があり、日本の
未来を担う子どもたちに十分な教育を保障するため、国において 2023 年度の教育予算を拡充するよう求
めるものです。

陳情者　子どもたちの豊かな育ちと学びを支援する教育関係団体千葉県連絡会
　　　　会長　秋田　秀博さん

　委員会協議会で陳情者から趣旨の説明を受け、陳情第１号、陳情第２号ともに、委員会・本会議で全会
一致で採択しました。

教育民生常任委員会協議会

陳情者の趣旨説明、質疑

本会議で委員会の

結果報告後、審議

教育民生常任委員会

執行部の参考意見を聞いて審査

採 択 採 択

移住・定住
パンフレット

ごみ収集場所
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陳　情 陳情第３号　木更津飛行場周辺まちづくり基本構想を見直し、
　　　　　　木更津市民によるまちづくりを求める陳情書
陳情者　野々山　陽子さん

　木更津飛行場周辺まちづくり基本構想は、防衛省より支援を受け、複合施設を基地の眼前に建設するこ
とは「基地のまち木更津」というイメージを生み、また、建設予定地の吾妻公園は、木更津市ハザードマッ
プでも津波危険区域に指定されており、多くの市民が賛成するか疑問です。急激な人口減少時代を迎える
日本において、それぞれの地域の特色を生かしつつ、丁寧に市民の意見と要望を聞き、人々の知恵と工夫
を結集したまちづくりが必要であり、木更津飛行場周辺まちづくり基本構想を中止し、木更津市民による
まちづくりを求めるものです。
　委員会では、賛成討論・反対討論ともにあり、賛成者少数により不採択となりました。
　本会議では、賛成討論がありましたが、賛成者少数により不採択となりました。

総務常任委員会協議会

陳情者の趣旨説明、質疑

本会議で委員会の

結果報告後、審議

総務常任委員会

執行部の参考意見を聞いて審査

不採択 不採択

賛否のわかれた議案等をお知らせします
他　21件の議案等は、原案のとおり全会一致で可決しました。

※表の見方　　　○：賛成　　●：反対　　－：議長のため採決に加わっていません　　欠：欠席

番号 件名

議
決
結
果

佐
藤

修
一

神
蔵

五
月

堀
切

俊
一

石
川
富
美
代

石
井

徳
亮

竹
内

伸
江

草
刈

慎
祐

永
原

利
浩

座
親

政
彦

渡
辺

厚
子

田
中

紀
子

鶴
岡

大
治

鈴
木

秀
子

近
藤

忍

斉
藤

高
根

國
吉

俊
夫

白
坂

英
義

大
村

富
良

高
橋
て
る
子

大
野

俊
幸

石
井

勝

三
上

和
俊

重
城

正
義

―
議案第３４号令和４年度木更津市一般会計補正予算（第１号）に
対する修正動議

否決 ● ● 〇 ● ● ● ● 〇 ● ● 〇 ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● -

議 案
第 ３ ４ 号

令和４年度木更津市一般会計補正予算（第１号）
原案
可決

〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 -

議 案
第 ４ ２ 号

木更津市市民活動支援センターの設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 -

陳 情
第 ３ 号

木更津飛行場周辺まちづくり基本構想を見直し、木更津市民による
まちづくりを求める陳情書

不
採択

● ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● -

発議案第５号　義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書について
発議案第６号　国における２０２３年度教育予算拡充に関する意見書について

陳情第１号・第２号が本会議で採択になったため、所管委員会である教育民生常任委員会の委員の連名に
より発議案が提出され、全会一致で可決されました。

本会議で陳情第１号

・第２号を審議

議会終了後、

内閣総理大臣他

関係機関に提出

採択を受け、

意見書を議員発議案として

所管委員会より提出

本会議で

発議案を審議

採 択 可 決

発議案

　今まで中規模ホールについては
ワークショップや諮問、協議会で市
民の意見も反映させ、計画が作られ
てきたはずだが、今回の構想は突如、
出された計画であり、十分な周知が
されていないため、見直しに賛成。

　同基本構想は、執行部
がしっかりと協議検討し
て作成されたものと評価
し、同基本構想の通り進
めてもらいたい。

　基本構想は中止にはでき
ないにしても、より多くの
市民と十分に合意形成を取
る時間と労力をおざなりに
してはいけないと考え、趣
旨に賛成。

賛成

意見
賛成

意見
賛成

意見
賛成

意見
賛成

意見
賛成

意見
反対

意見
反対

意見
反対

意見



議案第３４号　令和４年度木更津市一般会計補正予算（第１号）に対する修正動議
提出議員　田中 紀子議員　鈴木 秀子議員

　無電柱化法に基づき、 令和 2 年 3 月に策定した「木更津市無電

柱化推進計画」にはない路線（市道 207 号線）の測量及び道路詳

細設計等の費用として 5,000 万円が補正予算案の中に組み込まれ

ています。その必要性、今後の財政の見通しなど、議会に対し説

明を行うべきと考え、補正予算案にある同事項を削除し、修正さ

れた補正予算案を改めて諮るべきと考えます。

　本会議で提出議員から提案理由の説明をし、他の議案と一括で

討論を行い、賛成者少数により否決されました。

　市長から上程された議案の内容
に対して、議員は必要に応じて、
議案を修正することができます。
議案の修正を行う場合は、その議
案の目的の範囲内において、修正
案を添えた修正動議を提出するこ
とになります。

※ 議員地方自治法第 115 条の三
及び木更津市議会会議規則第
17 条の規定により提案議員の
ほか、賛同する議員が必要

本会議

修正動議の提出

本会議

採決

本会議

提出議員から説明・質疑

否 決

修正動議

議案の修正ってなに？？
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2 0 2 2年（令和４年）8月1日（月） 第160号

政務活動費の収支報告令和３年度の各会派の
政務活動費の収支報告
書を公開しています。

　令和３年度の各会派の政務活動費の収支報告書をホームページ上に公開しました。
　政務活動費は条例に基づき、議員の調査研究その他の活動に必要な経費の一部として、会派に対し
政務活動費が交付されます。令和３年度も新型コロナウイルス感染症の影響により視察等ができなかっ
たため、例年に比べて返還額が多くなりました。

・交付対象　　　会派（所属議員が１人の場合を含む）
・交付金額年額　２４０，０００円（月額２０，０００円）×会派の所属議員数
・交付の方法　　４月に一括交付
・経費の範囲　　政務活動に要する経費を充てることができる範囲は全１１項目で、
　　　　　　　　主な支出は以下の項目です。
　調査研究費：市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費
　広報費　　：調査研究活動、議会活動、市の政策について住民に報告するための経費
　資料作成費：調査研究活動のために必要な資料の作成経費

令和３年度　政務活動費収支報告　（令和３年４月分～令和４年３月分）
（単位 ：円）　　　　

会　派　名 自由民主
クラブ 羅針盤 公明党 扶桑クラブ 新栄会 日本共産党 元気力発電所

市民
ネットワーク 立憲民主 計

収入済額 1,440,000 1,200,000 960,000 720,000 480,000 240,000 240,000 240,000 240,000 5,760,000

支出済額 457,226 440,997 794,861 59,092 0 265,244 260,000 226,899 264,000 2,768,319

返還額 982,774 759,003 165,139 660,908 480,000 0 0 13,101 0 3,060,925

政務活動費確定額 457,226 440,997 794,861 59,092 0 240,000 240,000 226,899 240,000 2,699,075
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次
回
９
月
定
例
会（
予
定
）

日 月 火 水 木 金 土
8/25 26 27

本会議
（開会）

28 29 30 31 9/1 2 3 

本会議
(一般質問 )

4 5 6 7 8 9 10 

総務常任
委員会

教育民生
常任委員会

建設経済
常任委員会

11 12 13 14 15 16 17 

決算審査特別委員会

18 19 20 21 22 23 24 
本会議

（議案審議）
（閉会）

永年在職議員表彰

市民の声

　6 月定例会初日の６月２日に、永年在職議員に対する表彰
状と記念品の伝達式が執り行われました。
　今回の表彰は、『永年にわたり、地方自治の進展と市政の振
興に貢献された功績が顕著である』として全国市議会議長会
から顕彰されたもので、次の議員が表彰されました。

在職２５年
　・大野　俊幸　議員

在職１５年　
　・國吉　俊夫　議員
　・斉藤　高根　議員
　・近藤　　忍　議員

ご意見と広報委員会の見解

平野卓義さんの代表質問が掲載されていました。あれだけ世間を騒がせておいて、記事を掲載する判断をした皆様の常
識を疑いました。
⇒ 飲酒運転は許されない犯罪です。しかし、それをもって令和４年２月２１日に市議会議員としてされた会派代表質

問にまで責任は遡及しないと判断して、掲載しました。

市が進めている各種計画は、全く横のつながりを感じず、所管課が独自に進めています。また、これらの計画や意見公
募制度について市民は知らず、置き去りにしています。まちづくりは、市の組織を横断的に活用して市民を巻き込んで
実施してください。
⇒ （市政のことなので執行部より回答）従来から意見公募手続について、広報きさらづでお知らせをし、市ホームペー

ジや各公共施設にも設置しています。多様なご意見を募るため、一つの試みとして、オンラインを活用した市民と
行政が相互に情報交換が可能な手法の導入を検討しています。

この他、表紙・Topicsで取材させていただいた団体の取組に対してのご感想をいただきました。

９月定例会の特別委員会の開催日時は現在
未定です。
詳しくは、議会事務局（電話23‐7185）へ
お問い合わせください。

●声の市議会だよりについて
視覚障がい者を対象に市議会だよりを録音したＣＤを

貸し出しています。また、市議会ホームページからも

「声の市議会だより」をお聞きいただけます。

●本会議のインターネット中継について
本会議の映像（生中継及び録画中継）をインターネッ

トでもご覧いただけます。

URL：http://www.city.kisarazu.lg.jp/shigikai/
　　　eizo/1003184.html

市議会だより第１５８号・１５９号へのご意見・ご感想ありがとう
ございました。計７件（はがき５件、メール１件、電話１件）

大野議員

左から、國吉議員、斉藤議員、近藤議員



　次代を担う子どもたちに議会・政
治に興味を持ってもらう機会を提供
するとともに、次代を担う子どもの
親世代を含めた若年層の投票率向上
に貢献することを目的に、市制施行
80周年記念事業「議会ってなに？」
～議会のしくみと役割～を、２年前
から議場見学の要望はあったものの、
コロナ禍で延期になっていた高柳小
学校６年生の皆さんにご協力いただ
き、７月１日に実施しました。

　「市議会の働き」「税金の使われ方」など、６年生の社会
科の授業で政治について調べ、模擬議会のリハーサルを録
画するなどの準備をして、当日に臨みました。

配役を決めて、模擬議会体験
　議会のしくみと市議会議員の役割を、議会事務局職員が
説明し、実際の議会審議を模擬議会として体験。市長・執
行部・議長・議員・議会事務局長を役割分担して、臨時会
を開催しました。「木更津産食材をふんだんに使用したス
イーツを給食で食べる事業」についてを議案として、活発

な質疑、賛成や反対討論など、セリフは用意されていたも
のの、それぞれの役を体験しました。

模擬議会を終えて質問タイム
　模擬議会後に、児童からの質問を、議長や副議長、傍聴
していた市議会議員や教育部職員が答えました。「教育長と
教育部長の違いは？」など、市政や市議会議員について、
多くの質問があり、議員が直接、答える場にもなりました。
「この庁舎を建てるのにいくらかかったの？」に対しては、
旧庁舎からの移転や賃貸借の現状、また今後についても説
明する機会となりました。

「議会ってなに？」のその後
　模擬議会や施設見学を終え、児童から「楽しかった！最
初は緊張したけど、自分たちでもうまくいったと思う。」「皆、
練習より緊張して声が小さ
くなってしまった。実際に
議場でやってみて、議長席
が高くてビックリした。」な
どの感想をいただきました。
　今回の事業の様子は、「き
さらづプロモチャンネル」
で動画配信されます。
　未来を担う子どもたちが
政治に関心を持ってくれる
機会がどんどん増え、投票
率も向上するといいなと取
材をしていて感じました。

12

市議会だよりへのご意見・ご感想はこちら 「市議会だよりへの意見・感想」

こちら編集会議



Topics
市制施行80周年記念事業「議会ってなに？」を取材市制施行80周年記念事業「議会ってなに？」を取材

① 関心があったものはどれですか。（複数可）

表紙・令和４年度一般会計補正予算・議案審議・一般質問・陳情・

発議案・賛否のわかれた議案・修正動議・政務活動費の収支報告・

永年在職議員表彰・市民の声・Topics

② （表紙と Topics）の取材記事の感想

｠

｠

｠

｠

｠

③ 市議会だよりに関するご意見・ご感想

メール）gikai@city.kisarazu.lg.jp
電　話）0438-23-7185
ＦＡＸ）0438-22-4734
郵　送）右の部分を切り取って、官製はがきの
　　　　裏面にのり付けして投函
宛　先　〒292-8501木更津市富士見1-2-1
　　　　市議会事務局　あて
※いただいたご意見等は、市議会だよりに掲載する

場合があります。また、回答が必要な場合、お名前
とご連絡先をお書きください

　模擬議会を取材。児童から直球の質問。「議員になっ
たきっかけは？」「議員をやっていて一番やりがいが
あったことは？」いつのまにか取材されていました。
未来の担い手に頼もしさを感じました。

木更津市議会広報委員会　 ◎委員長  〇副委員長

　◎田中　紀子　〇石井　徳亮　　神蔵　五月
　　堀切　俊一　　石川富美代　　鶴岡　大治

模擬議会を終えて質問タイム
　模擬議会が終わった後、6 年生たちからの質問を、議
長や副議長、傍聴していた市議会議員が答えました。
「この庁舎を立てるのにいくらかかったのですか」「教育長
と教育部長の違いは」など、市政や市議会議員について、
多くの質問があり、議員が直接、答える場にもなりました。
議場見学のその後
議場見学を終えて、児童から感想をいただきました。

「楽しかった！最初は緊張したけど、自分たちでもうま
くいったと思う」
「皆、練習より緊張して声が小さくなってしまった。実
際に議場でやってみて、議長席が高くてビックリした。」

　今回の議場見学の様子は、後日「きさらづプロモチャ
ンネル」に動画配信されます。未来を担う子どもたちが
政治に関心を持ってくれるこんな形が、どんどん広がり、
投票率も向上するといいなと取材をしていて感じました。

表紙の写真


